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Medeitation（瞑想）

2015年を迎え、「あっ」というほど月日は流れる。私は、毎日を精一
杯生きたのか！？そう思うのも無理はない、子供の時に感じられな
かった時間のスピードは、大人になった今・・・転がるように早く、
まさに夢のごとし。そんな時心の安定をふっと求めたくなります～
何かに頼るのではなく、自分自身を見つめる作業してみてほしい。

私達の脳は気まぐれな子犬のようなもので、なかなかコントロール
出来ないのです。煩く色んな声が聞こえてくるでしょう。いろんな映
像も浮かんでくるでしょう。心を静め呼吸の音を聞き、ただ今この
場にいて生きているパワーに感謝が出来ればそれでいい。ご褒美
に何か思いがけないアイディアが浮かぶかもしれない、何かにぶ
つかりながら歩んでいた道も開けるかもしれない、忘れていた何
かが湧き上がるかもしれない・・・今現在の潜在能力を引き出すの
は自分自身なのかもしれません。瞑想は脳の動きをとらえ、一つの
目的に集中できるようにするんですよ。1日５分でもいいから心を
空っぽにしてみませんか？
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森多恵子 （吉原住宅有限会社　なんちゃって編集長）

このコラムのタイトルは『レトロビルこぼれ話』ですが、
弊社では、イケてる古ビル＝レトロビルに集まる人た
ちのコミュニティができて、その地域の価値ある場に
なったビルのことを“ビンテージビル”と呼んでいます。

ビルが人々の営みの中で活用されているという面で、
私、シンガポールですごいものを見てきました。

食べ方ですが、シロウオを食べると春が来たことを感じると
いう方も多いようです。踊り食いの他に、天ぷらや卵とじなど
でも美味しくいただけます。丸ごと食べるので、カルシウム
をはじめ、骨を丈夫にする成分をたくさん摂取できます。ま
た、レチノールという、皮膚の状態を正常に保つ成分が含ま
れています。免疫を高める力もあり、風邪などの防止にも効
果があります。このシロウオ、お酒とも良く合います。福岡の
春を伝統的なシロウオで味わってみませんか。

2月ですね。まだまだ寒さは厳しいですが、少しずつショーウイ
ンドウでも春物のヒラヒラしたお洋服を見かけるようになって
きました。春が待ち遠しいなぁなんてウキウキした気持ちに
なってきますが、その一方で年度末に向けてお仕事がどん
どん忙しくなってくるって方も多いのではないでしょうか？

仕事で忙しい時って、キツイなぁとは思いつつもアドレナリン
大放出☆って感じで「なり振り構わず働いてる自分がとっても
好き♡」なんてうっかり思ってしまいそうなものです。まぁ百
歩譲って思うのは勝手なのですが、そんな自分を他者からも
愛されたいと思うのは少々図々しいのかもしれないとテレビ
を観ていてふと思ってしまいました。

女児向けのテレビアニメでは、女の子たちが変身して悪に立
ち向かうという設定は最早ひと昔前から定番ですが、その登
場人物たちが身に纏うのはヒラヒラでフワフワで、まるでお
花のようなドレスなのです。そんな格好じゃ、まともに戦えや
しないだろうなんて野暮なツッコミはぐっと胸に留めておい
てくださいね。髪は動きやすいようにまとめるどころか、変身
することによって長く伸び、ふわふわにカールされ、さらに大
きなリボンかキラキラのティアラが頭を飾ります。「女（の子）
の戦闘服はかくあるべし」と言わんばかりです。誤解を恐れず
に、敢えて私はこのイデオロギーにのっかりたいと思います。
だってお姫様のような姿で戦うアニメの登場人物に憧れた
時代が、今バリバリ働くかっこいい女性たちにもあったろうと
思うのです。

仕事に立ち向かう女性だって、わきまえるべきTPOはあるに
しても、その中で「かわいさ」は最大限取り入れよう！
と強く訴えさせていただきます。自戒をこめて。

酒民党員でもある、まちづくり屋さんに聞く！
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シンガポールの団地に

びっくりした話
戦う女性はお姫さま

福岡の春を告げる魚、それがシロウオです。博多湾から室
見川へのぼってくるシロウオを、梁(やな)と呼ばれる柵で囲
い込むシロウオ漁は、春の風物詩です。5センチほどの透明
な小魚を、生きたまま酢醤油に入れて、噛まずに飲む「シロ
ウオの踊り食い」という食べ方で頂きます。ちょっと驚きの

それは、シンガポールは国民の８割が団地に住
んでいるということはまま知られたことですが、団
地の低層階には生活雑貨店や郵便局などがあっ
て、とても便利そう！ということ。

中でもどの団地にもフードコートがあって、中華
料理やマレー料理など様々な料理が食べられて、
また食事をしている人々も様々な人種で、団地の
住民らしき人もいれば、昼休み中の近隣の会社員
もいるという、団地が町の一部としてしっかり使用
されている様に驚きでした。しかもグローバル。

背景にはあまり料理をしない文化があるそうです。
日本人的感覚だと怠惰にも聞こえてしまいますが、
それが成り立つ社会を実際に見てみると、いいな
と思いました。

【作り方】
①②　９ピンにパールを通して、通したピンを根元から90度に曲げる

③　曲げたピンの根本から７ｍｍのところをニッパーで切る

④　切った端を丸やっとこでもち、釣針みたいに丸める

⑤　丸めたピンにチェーンの先を通して、閉じる。反対側のピンの丸く
なってる部分を少し開き、反対側のチェーンの先に通して、わっかにする。

⑥　輪っかになったチェーンの真ん中を、ニッパーで切り、そのチェー
ンの先とカニカンをマルカンでつなぐ。反対のチェーンの先には、マル
カンを通して、閉める。

⑦　完成！　★リボンをつけたりするとさらにオシャレ度ＵＰ

【材料】
チェーン・パール1粒・９ピン1本・マルカン2個・
カニカン1個

【道具】
道具3点（平やっとこ・丸やっとこ・ニッパー）セット

e-acce.デザイナー下條恵里

e-acce. 初めてでもすぐできる
簡単パールブレスレットの作り方
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